
見つけよう「ならやま」の昆虫たち

ならやまには、たくさんの昆虫がいます。日々の居場所(いばしょ)と、いとなみ(営み)があり

ます。命(いのち)をつなぐために食べ物を求めて活動し、天敵(てんてき＝おそってくる野鳥や

昆虫)に見つからないような工夫をしています。子孫(しそん)を残すことも大切ないとなみです。

これらのことがらをできるだけわかりやすく解説(かいせつ)します。今まで何気(なにげ)なく見

ていた昆虫が、興味(きょうみ)ふかく眺め(ながめ)られるようになり、可愛(かわい)く、いとお

しくなるでしょう。
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